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2	井上正「京都・宝菩提院菩薩半跏像」（『日本美術工芸』589）日本美術工芸社、1987 年 10 月。	
井上正「大阪・道明寺十一面観音立像」（『日本美術工芸』591）日本美術工芸社、1987 年 12 月。	
松田誠一郎「山背遷都と霊験薬師仏―京都・宝菩提院菩薩踏下像の彫塑史的な位置づけに関連して―」（美術史学会第五
十回全国大会研究発表要旨）（『美術史』143）美術史学会、1998 年 10 月。	
 第 1 章	 宝菩提院菩薩半跏像について 
 2 
第 1 章	 宝菩提院菩薩半跏像について 
 
1.	 はじめに 




































図 1	 宝菩提院像	 正面 図 2	 同前	 背面 
図 3	 同前	 右側面 図 4	 同前	 左側面 

































                                                       
3	中村豪瑛「宝菩提院願徳寺の沿革史」（『魅惑の仏像』23	 如意輪観音）毎日新聞社、1992 年 12 月。	
金澤弘「宝菩提院	 円仁修法の寺」（『日本の国宝』6）毎日新聞社、1999 年 11 月。	
4	紺野敏文「虚空蔵菩薩像の成立（中）―求聞持形の展開―」（『佛教藝術』229）毎日新聞社、1996 年 11 月。	
5	前掲注 2 松田氏論文。	
6	岩佐光晴「初期一木彫の世界」『特別展	 仏像	 一木にこめられた祈り』展覧会図録、読売新聞社、2006 年 10 月。	





































                                                       
7	井上正『檀像』（『日本の美術』253）至文堂、1987 年 6 月。	
8	前掲注 6。	
9	前掲注 7。	
図 5	 道明寺	 十一面観音菩薩立像 







































                                                       
10	前掲注 6。	
11	松原三郎「鑑真渡来と唐招提寺の仏像」（『日本絵巻物全集』21	 東征傳絵巻）角川書店、1964 年 4 月。	
図 6	 法隆寺	 観音菩薩立像	 唐	 7 世紀 




































                                                       
12	西川新次「唐招提寺鑑真像と木彫群」（『奈良の寺』20）岩波書店、1975 年 1 月。	
13	井上一稔「檀像考	 –平安初期彫刻史への序章−」（『文化史学』37）文化史学会、1981 年 11 月。	
14	今野加奈子「大安寺楊柳観音・十一面観音小考」（『兵庫県立歴史博物館研究ノート』39）兵庫県立博物館、1998 年 3
月。 





唐	 8 世紀中期 





唐	 8 世紀中期 









































図 11	 大安寺	  
伝楊柳観音菩薩立像 
図 12	 璉珹寺 
観音菩薩立像 
図 13	 秋篠寺 
十一面観音菩薩立像 
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5-4.	 黒目に別材を嵌入する技法について 
	 宝菩提院像は黒目に別材の珠を嵌入する(図 14)。この技法は 12 世紀中頃から行われはじめた
玉眼とは異なり、黒目の部分にだけ石・ガラス・金属・練物などを外側から嵌めこむ技法であ























                                                       
15	西川杏太郎「彫像の玉眼法について	 –木彫像技法研究ノートから−」（『仏像藝術』91）毎日新聞社、1973 年 4 月。	
16	奈良国立博物館編『奈良時代の塑像神将像』中央公論美術出版、2010 年 12 月。	
17	前掲注 16。	
18	前掲注 16。	
19	財団法人美術院他編『唐招提寺金堂	 国宝乾漆盧舎那仏坐像	 国宝木心乾漆千手観音立像	 国宝木心乾漆薬師如来立
像修理報告書	 本文編	 図版編』唐招提寺、2010 年 3 月。	
20	井上正「四天王立像」（『奈良六大寺大観』補訂版	 8）岩波書店、2000 年 9 月。	
21	長谷川誠「十一面観音菩薩立像」（『大和古寺大観』5	 秋篠寺	 法華寺	 海龍王寺	 不退寺）岩波書店、1978 年 3 月。	
22	奈良国立博物館編『檀像	 白檀仏から日本の木彫仏へ』展覧会図録、奈良国立博物館、1991 年 4 月。	
23	久野健編（『仏像集成』7）学生社、1997 年 12 月。	
24	岡田健「東寺観智院蔵五大虚空蔵菩薩像」（『美術研究作品資料』第 2 冊）中央公論美術出版、2003 年 12 月。	
25	岡田健「東寺毘沙門天像	 羅城門安置説と造立年代に関する考察（下）」（『美術研究』371）国立文化財機構東京文化
財研究所、1998 年 3 月。	
26	奥健夫『清凉寺釈迦如来像』（『日本の美術』513）至文堂、2009 年 2 月。	
27	斉藤孝「伝大自在王菩薩立像」（『大和古寺大観』補訂版 13）岩波書店、2001 年 9 月。	
28	東京国立博物館他編『天神さまの美術』展覧会図録、NHK 他、2001 年 7 月。 










































図 16	 唐招提寺金堂	 毘盧舎那仏坐像 
図 18	 法華寺	 十一面観音菩薩立像 図 17	 興福寺東金堂	 持国天立像 
図 15	 東大寺法華堂	 執金剛神像 
図 14	 宝菩提院像両眼 








































図 19	 中山寺 
十一面観音菩薩立像 
図 20	 東寺観智院	  
法界虚空蔵菩薩坐像	 唐	 9 世紀 
図 22	 清凉寺	 釈迦如来立像	
北宋	 雍煕 2 年（985 年）	
図 23	 唐招提寺 
大自在王菩薩立像 
図 21	 東寺	 兜跋毘沙門天立像 
唐	 8 世紀末〜9 世紀初頭 
図 24	 廣智寺 
観音菩薩立像 
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6.	 過去になされた修理について 

































                                                       
29	「木造菩薩半跏像（伝如意輪観音）」『日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ』奈良国立文化財研究所、1980 年 11 月。	
30	前掲注 29。 
図 25	 修理図	 正面 図 26	 修理図	 背面 








































                                                       
31	「宝菩提院木造菩薩半跏像」『美術院紀要』第五号、財団法人美術院、1980 年 1 月。	
図 27	 宝菩提院像	 腹に掛かる条帛部分 
図 28	 宝菩提院像右脚部 
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7.	 本学文化財保存学保存修復彫刻研究室による調査 
7-1.	 調査方法	  
	 宝菩提院像の調査は、本学文化財保存学保存修復彫刻研究室によって、平成 25 年から平成 27
































                                                       
32	3D レーザースキャニング計測・蛍光 X 線分析は東京藝術大学山田修氏による。 
33	前掲注 29、31。	
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台座	 	 蓮肉を除く台座は後補。蓮肉後方上面の 2 箇所の枘穴は後補と思われる。蓮弁と光背
を亡失する。
全高 127.0 像高 86.8 髪際高 69.4 白毫高 66.0 顎高 54.2 
頂〜顎 32.6 面長 15.2 面幅 13.5 面奥 19.7 耳張 19.4 
胸奥 22.0 臂張 49.7 膝張 66.8 膝高 左:14.4	 	 右:12.1 
膝奥 46.6 懸裳張 72.8 右足膝下 60.2 
全高 63.4 蓮肉張 58.5 蓮肉奥（裳裾を含む） 54.4 
蓮肉高 12.7 框座張 75.1 框座奥 66.9 










































図 29-3	 右側面図 図 29-4	 左側面図 
図 29	 宝菩提院像損傷図 
図 29-2	 背面図 図 29-1	 正面図 





































                                                       
34	図 31 の円形の箇所は、鑿目が回りの部分と揃っているように見える。財団法人美術院国宝修理所所長藤本靑一氏の
ご教示によると、彫り直された可能性があるとのことであった。	
35	町田甲一「伝虚空蔵菩薩立像」（『大和古寺大観』第 1 巻）岩波書店、1977 年 10 月	 には後補部分についての記載が
あるが、膝下で結ぶ飾紐についてはふれられていないため、当初のものであると考える。	
36	東京藝術大学松田誠一郎氏のご教示による。なお、明治 36 年に行われた美術院による修理の記録には、このことは
記されていない。「伝虚空蔵菩薩立像」『日本美術院彫刻等修理記録Ⅴ』奈良国立文化財研究所、1978 年 11 月。	
図 30	 宝菩提院像右脚部 
赤点が該当箇所 
図 31	 図 30 下部赤点の拡大写真 
図 32	 法輪寺	 伝虚空蔵菩薩立像 	 	 	 	    図 33	 同前	 飾紐 
赤実線は確認できた痕跡、赤破線は痕跡と思われる箇所 


































                                                       
37	前掲注 2「京都・宝菩提院菩薩半跏像」。	
38	毛利久「五菩薩像」（『日本彫刻史基礎資料集成	 平安時代重要作品篇』1）中央公論美術出版、1973 年 7 月。	
田邉三郎助「梵天像」（『日本彫刻史基礎資料集成	 平安時代重要作品篇』1）中央公論美術出版、1973 年 7 月。	






図 34	 宝菩提院像	 像底前方懸裳裏面	 木目から木芯が含まれていない材を用いていることが分かる 





































                                                       
40	財団法人美術院国宝修理所所長藤本靑一氏のご教示による。両足先の指部分は後補。	




宝菩提院像 3D 画像の寸法から、赤円および青円の直径を算出すると、赤円は 117cm、青円は 76cm となる 








































図 36	 宝菩提院像右足先 
赤線は木目	 黄線は干割れ 
図 37	 宝菩提院像左足先 
赤線は木目	 黄線は干割れ 











































                                                       
41	装飾を留めていた金具の跡と思われる箇所（図 44・図 45）については、図 43 の金具の大きさ・形状を参考に、虫
蝕部充填箇所との判別を行った。	
 
図 39	 宝菩提院像正面 図 40	 同前	 右側面	 図 41	 同前	 左側面	
赤点は金具および装飾跡が認められた箇所。緑点は装飾を留めていたと思われる痕跡  
図 42	 宝菩提院像天冠台正面やや右寄り 
宝冠を留めていたと思われる金具	
図 43	 同前右前膊上面 
冠繒を右前膊に留めていたと思われる金具 








































                                                       
42	宝菩提院像左脚部周辺には、小さい穴が複数認められたが、虫蝕充塡部と装飾跡の判別が困難であった。	
図 44	 宝菩提院像右胸部上方 
胸飾を留めていたと思われる痕跡 
図 45	 同前右上膊外側 
臂釧を留めていたと思われる痕跡 
図 47	 宝菩提院像右手首の腕釧 
 
図 46	 金剛峯寺	 諸尊仏龕右龕の菩薩像	
唐	 8 世紀 
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8-5.	 光背について 
	 宝菩提院像蓮肉後端部上面には 2 箇所の枘穴がみられ、また同後端には左右 2 條の溝がみられ
る（図 48・図 49）。両部分には光背を留めるための支柱を取り付けていたと推測される43。こ
のような技法は平安時代前期の作例にみられるもので、法隆寺聖霊院地蔵菩薩立像（以下聖霊院































                                                       
43	蓮肉後方上面 2 箇所の枘穴は、腰布の上から開けられていることから後補と思われる。	
44	神護寺像・東寺御影堂像の帯金具が当初のものであるかは不明であるが、少なくとも近代以前のものである。井上正
「薬師如来立像」（『日本彫刻史基礎資料集成	 平安時代重要作品篇』2）中央公論美術出版、1976 年 10 月。西川新次他
「不動明王像」（『日本彫刻史基礎資料集成	 平安時代重要作品篇』4）中央公論美術出版、1982 年 2 月。	
図 49	 同前	 蓮肉後端部側面 
図 48	 宝菩提院像台座	 蓮肉後端部上面 










































図 54	 同前	 右側面 
光背支持用帯金具（側面） 
図 57	 同前 
台座正面および光背支持用帯金具 
図 51	 同前	 右側面 
光背支持用帯金具（側面） 
図 50	 聖霊院 
地蔵菩薩立像 
図 53	 神護寺 
薬師如来立像 
図 56	 東寺御影堂 
不動明王坐像 
図 52	 同前	 背面 
図 55	 同前	 背面 
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45	東京藝術大学小島久典氏のご教示による。	
 第 2 章	 宝菩提院像の模刻制作工程 
 25 



































図 58	 宝菩提院像	 背面 3D 画像 
黒い部分がデータの不足する部分 
図 59	 塑造試作 
































                                                       
46	小原二郎「研究資料―日本彫刻用材調査資料―」（『美術研究』229）帝國美術院附属美術研究所、1964 年 3 月。	
47	金子啓明・岩佐光晴・能城修一・藤井智之「日本古代における木彫像の樹種と用材観	 ―七・八世紀を中心に―」
（『MUSEUM』555）東京国立博物館、1998 年 8 月。	
金子啓明・岩佐光晴・能城修一・藤井智之「日本古代における木彫像の樹種と用材観Ⅱ	 ―八・九世紀を中心に―」（『MUSEUM』
583）東京国立博物館、2003 年 4 月。	
金子啓明・岩佐光晴・能城修一・藤井智之「日本古代における木彫像の樹種と用材観Ⅲ	 ―八・九世紀を中心に―」（『MUSEUM』
625）東京国立博物館、2010 年 4 月。	
48	興福寺国宝館金子啓明氏のご教示による。 
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4.	 木取り	
	 第 1 章で述べたとおり、宝菩提院像は木芯を像前方に外す木取りであることが本研究室で行
った調査で判明した49。また、木芯の位置は正面よりやや左側にずれていることが木目から推定



































                                                       
49	第 1 章 8。 
図 60	 原木からの木取り想定図 
最も外側の薄黄部分は想定される白太及び樹皮部分 
円中心の点は想定される木芯部分 
図 61	 模刻制作に使用したカヤ	 直径は約 1m 
図 62	 材木底面部 
木芯を含まない頭体幹部材と下半身部材を寄せ、一木に見立てて模刻制作を行う 
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5.	 粗彫り 
	 2 材を矧ぎつけた材に 3D レーザー計測で得られた正確な図面を書き入れ、図面の位置まで鋸




































図 63	 木取り 
3D レーザー計測で得られた正確な図面を書き入れる。 
図 64	 粗彫り風景	  
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6.	 中彫り・仕上げ 







































図 65	 中彫り 
図 67	 首を伸ばしたスクイ鑿 図 68	 背面から左腕に懸かる天衣の裏側 
図 66	 仕上げ 
 第 2 章	 宝菩提院像の模刻制作工程 
 30 








































図 71	 首を横方向に曲げた印刀 




図 72	 同前 
依文の凹み部分を順目で彫ることが可能 
図 73	 順目概念図 図 74	 逆目概念図 








































                                                       
50	彫刻刀は鋼と地金を合わせた構造になっており、鋼が刃先となる。	
図 76	 同前 
図 77	 宝菩提院像左脚部および裳裾 
赤番号は裳裾から推定される最上段蓮弁箇所 
	
図 78	 宝菩提院像	 上面 3D 画像 
赤番号は裳裾から推定される最上段蓮弁箇所 
青番号は推測される最上段蓮弁箇所 
図 75	 鋼の方向に曲げた外丸刀 

































                                                       
51	西川新次他「如意輪観音菩薩像」（『日本彫刻史基礎資料集成	 平安時代重要作品篇』3）中央公論美術出版、1977 年
12。	
水野敬三郎「薬師如来立像」（『大和古寺大観』6	室生寺）岩波書店、1976 年 9 月。	
西川新次「弥勒仏像」（『日本彫刻史基礎資料集成	 平安時代造像銘記編』1）中央公論美術出版、1966 年 6 月。	 	




図 79	 宝菩提院像	  
蓮弁に懸かる裳裾	
図 80	  
観心寺如意輪観音菩薩坐像 
蓮弁	
図 81	  
室生寺釈迦如来立像 
蓮弁	
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図 83	 観心寺像	 台座 
図 82 の葺軸に蓮弁を葺いた状態 
図 84	 想定復元制作した蓮弁	 表側 図 85	 同前	 裏側 
図 86	 模刻像	 背面 



































                                                       
55	東京藝術大学山田修氏による。	
図 88	 制作した黒目 
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図 89	 宝菩提院像 
赤線は蓮弁 1 段目 
青線は蓮弁 2 段目 
図 90〜図 94 も同様 
図 90	 法隆寺	 阿弥陀如来坐像	
緑線は蓮弁 3 段目 
黄線は蓮弁 4 段目 
図 91〜図 94 も同様 







































                                                       
56	唐には日本で主流となった葺き方の作例も複数あり、また唐より請来されたと考えられている法隆寺九面観音像（前
掲注 7）などの檀像彫刻も同様の葺き方であることから、唐においては両方の葺き方が存在したと考えられる。	
図 91	 興福院	 阿弥陀三尊像	 右脇侍像 図 92	 法華寺	 十一面観音菩薩立像 
図 93	 敦煌莫高窟第 205 窟	  
菩薩踏下像	 唐	 8 世紀 
図 94	 金銅菩薩坐像	 唐	 8 世紀後半 
松原三郎『中国仏教彫刻史論	 図版編3』吉川弘文館、1995
年 11 月、P743 図 a より転載 







































                                                       


































































































図 100	 宝菩提院像上面 3D 画像 
赤線は上半身正中線 
青線は腰帯の装飾と像中心蓮弁のとがりを結んだ線 
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	 第 2 章で、宝菩提院像は木芯を像前方に外す木取りであることを述べたが、材を半割とした
図 101	 宝菩提院像体部 図 102	 薬師寺	 月光菩薩立像体部 
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面を像正面としていたことが正面裳裾の形状から伺えることを述べる。 














推測される（図 104 赤線）。 
	 また、宝菩提院像が三尊像の脇侍像であったことを推測したが、図 104 のような木取りを行
った場合、材の同一箇所から 2 つの半割の材が製材でき、脇侍の 2 像をそこから制作すること
が可能である。三尊像の本尊は脇侍像より大きな像であったと思われるが、脇侍像を木取りし



















                                                       
61	東京藝術大学籔内佐斗司氏のご教示による。	




図 104	 宝菩提院像想定木取り図 
赤線は想定される材を半割とした面 
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5.	 結び 

























	 宝菩提院像右前腕部は、右前膊半ばおよび右手首で矧ぎつける（図 106・図 107、以下右前
膊半ばの矧ぎ目を矧ぎ目 A、右手首矧ぎ目を矧ぎ目 B とする）。矧ぎ目 A と矧ぎ目 B の間の部
分（以下、別材の右前膊とする）および右手先は、材の状態および彫口から当初のものと思わ
れる。 
























図 107	 同前	 赤線は矧ぎ目 図 106	 宝菩提院像	 右前膊	 赤線は矧ぎ目 










































図 108	 宝菩提院像別材の右前膊 図 109	 同前	 赤線は木目 
図 110	 宝菩提院像本体と共木の右前膊 図 111	 同前	 赤線は木目 
図 112 宝菩提院像右手先 図 113 同前右前膊 図 114 同前右手首 




2-2.	 右前膊半ばの矧ぎ目（矧ぎ目 A）および右手首矧ぎ目（矧ぎ目 B）について 
	 矧ぎ目 A は上面からみると右前膊の方向に対して斜めに、木心方向に向かって造られている
ことから、干割れの方向に沿った矧ぎ目となっている（図 106）。また両側面では木目方向に合
わせて造られており、同じく干割れに沿った矧ぎ目となる（図 107）。 






	 一方、矧ぎ目 B は右前膊の方向に対して垂直に造られている（図 106・図 107）。矧ぎ目が
像本体の木目および干割れの方向とは異なる方向のため矧ぎ目が目立つが、右手先の角度調整
が可能となる（図 117・図 118）。 
	 これらのことから、矧ぎ目 A はそれより先部分の位置・角度調整を行うことを考慮せずにつ























図 116	 同前 
別材の右前膊を反時計回りに回した状態 
図 115 模刻像右前膊	 通常の状態 

























	 第 3 章において宝菩提院像は木取りの際、材を半割にした面を正面とし、木取りを行ったこ















図 118	 同前 
右手先を小指の方向に曲げる 
図 117	 模刻像右手先 
右手先を親指の方向に曲げる 





	 宝菩提院像の右脚部前面には別材を矧ぐ（図 29・図 119）。別材部分は保存状態および彫口
から当初材であると考えられ、矧ぎ目は像本体の木目の方向に合わせることで目立たないよう
工夫されている。 


































図 119	 宝菩提院像右脚部前面 図 120	 模刻像右足踵部分の節 




	 ②は図 104 のように像正面に切断面を設定した木取りを想定すると、別材である右手先およ
び両足先以外は材に収まるため、考えにくい。 
	 ③は矧ぎ目 A より先の位置を調整する過程で、右脚部前面の一部を彫り過ぎ、別材を矧いだ
可能性である。筆者は模刻制作において矧ぎ目 A の位置をある程度決めてから、それより先を
































図 121	 模刻像右前膊 
3 箇所が干渉し、位置調整が困難 




 3.	 右前膊より先の構造における特殊性 






































図 122	 宝菩提院像右前膊 
赤線は矧ぎ目 A	 黄矢印は接地箇所 
図 123	 模刻像右前膊 
右前膊と右脚部との間には刀が入りづらく、非常に彫りづらい 













































図 125	 図 124 の黄線で右前膊を矧いだ場合の想定図 
右脚部が彫りやすくなり、右前膊より先も別材となるこ
とから彫りやすくなる 















	 日本における 8・9 世紀の造像は、塑造・乾漆造・木造が主であり、石彫像が多く造られるこ


























図 126	 道明寺像の天衣と両脚部間の透かし 図 127	 東京国立博物館	 十一面観音菩薩立像 
唐	 7 世紀 









































                                                       
62	鑿を叩く金槌のこと。	
図 128	 ペンシルバニア大学博物館石
造菩薩立像	 唐	 8 世紀 
図 129	 陝西省西安碑林博物館 
石造宝生如来坐像	 唐	 8 世紀後半 
図 130	 同前右腕 













































図 133	 山西省藝術博物館 
石造仏立像	 西魏	 大統 14 年（548 年） 
図 132	 同前	 右脚部から彫出した支え 
図 134	 同前	 右手先の支え 









































                                                       
64	東京文化財研究所岡田健氏のご教示による。	
図 137	 陝西省西安碑林博物館石造馬頭観音菩薩坐像	  
唐	 8 世紀後半 
図 135	 ルーヴル美術館	「とかげを殺す
アポロン」	 大理石	 1 世紀 
図 136	 ルーヴル美術館「円盤を持つ運動競
技者」	 大理石	 1 世紀〜2 世紀 











































図 138	 永青文庫	 石造菩薩坐像 
唐	 8 世紀前半	 正面 
図 139	 同前	 左側面 








































                                                       
	
66	文化庁ホームページ、国指定文化財等データベースより。	
67	東京国立博物館他編「菩薩坐像」『特別展	 仏像	 一木にこめられた祈り』展覧会図録、東京国立博物館、2006 年 10
月。	
図 140	 養花院	 菩薩坐像 図 141	 慶瑞寺	 菩薩坐像 










































                                                       
68	養花院像は左前膊に冠繒も懸かる。	
69	前掲注 2「大阪・道明寺十一面観音立像」。	
図 143	 慶瑞寺像	 左腕 図 142	 養花院像	 左腕 










































図 144	 道明寺像	 両眼	 図 145	 同前	 天冠台	
図 147	  
同前	 右手先 図 148	 同前	 右側面 
図 146	  
道明寺像右前膊 









































































                                                       





































                                                       
71	斉藤孝「唐招提寺伽藍の創立をめぐる問題	 ―仮称「唐招提寺派」木彫群の背景として―」（『人文研究』15）関西学
院大学文学会、1964 年 10 月。	








































                                                       
73	松田誠一郎「第 2 章	 古代Ⅱ	 奈良時代」（水野敬三郎監修『日本仏像史』）美術出版社、2001 年 5 月。	
74	前掲注 11。	
75	東京藝術大学松田誠一郎氏のご教示による。	
76	岩佐光晴『日本の美術	 457	 平安時代前期の彫刻』至文堂、2004 年 6 月。	










































                                                       
77	前掲注 72。	
78	前掲注 72。	
図 152	 唐招提寺 
伝衆宝王菩薩立像 
図 153	 唐招提寺 
伝獅子吼菩薩立像 
図 155	 観心寺 
如意輪観音菩薩坐像 
図 156	 法華寺像 
右脚部 
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【法量	(単位:cm)】（法量は 3D データに基づく。3D 計測は東京藝術大学山田修氏による）	
本体	  
像高 97.6	  髪際高 81.2 面長 16.4 面奥 12.8 面幅 8.7 
臂張 29.5 耳張 11.9 腹奥 19.5 裙裾張 24.8 
胸奥（天衣含む） 17.7 天衣最大張 30.4 
足先開（外） 12.6 足先開（内） 4.4 
 
台座	  
全高 27.2 蓮肉張 26.6 蓮肉奥 26.4 蓮肉高 8.6 











光背	 	 漆箔。 
 
台座	 	 漆箔。上框、朽木は彩色。	  
 
【保存状態】 





光背	 	 後補。 
 
























































































































































図 160	 模刻像	 完成写真	
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